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財部中学校
老朽化した管理教室棟 (昭和
43年建設)と普通教室棟 (昭

和 44年建設)を改築します。
事業費は 3億 7,487万 7千
円の 2ヶ年事業です。

3月定例会は,2月 25日に開会し,3月 30日に閉会しました。

定例会では,平成23年度当初予算や平成22年度予算の補正に

関するもの,また曽於市メセナ住吉交流センターの設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例など議案23件,報告

3件,東北地方太平洋沖地震 (東日本大震災)に関する決議の

他,発議などを審議・議決しました。
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鮨　
当
初
予
算
　
蝠

（賛
成
多
数
　
可
決
）

本
年
度

の

一
般
会
計

当
初
予
算
は
、
平
成

２２

年
度
当
初
予
算

に
対
し

て
、

１１
億
８
８
０
０
万

円
、

５
．
７
％
増

の
２
１
９

億
４
７
０
０
万
円
で
す
。

歳
入
で
市
税
は
、
景
気

低
迷

に
よ
る
給
与
所
得

等

の
減
収
見
込
み
と
固

定
資
産
税
、
市
た
ば
こ

税

の
増
収
見
込

み
に
よ

り
０
・
１
％
増

の
２８
億
４
１

３
０
万
８
千
円
。
地
方

交
付
税

（普
通
交
付
税
）

は
ヽ

‐
・
８
％
増
の
８４
億
円
。

国
庫
支
出
金
は
、
安

心

・
安
全
な
学
校
づ
く
り

交
付
金
に
よ
り
１０

。
７
％

増

の
２３
億
６
０
５
０
万

８
千
円
、
県
支
出
金
は
、

強

い
農
業
づ
く
り
交
付

金
の
減
額
に
よ
り
、

１０

。

５
％
減

の
１８
億
１
２
３

２
万
１
千
円
を
計
上
。

繰
入
金
は
、
公
営
住

宅
建
設
事
業
等

に
充
当

す

る
た
め

の
、
ふ
る
里

開
発
基
金
繰
入
金

の
増

額

に
よ
り
、

１６

・
３
％

増

の
５
億
３
８
６
９
万

４
千
円
を
計
上
。
市
債

に

つ
い
て
は
、
農
産
加

工
研
修

セ
ン
タ
ー
、
消

防

セ
ン
タ
ー
、
健
康
増

進
施
設
の
各
整
備
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
基
金
造
成

事
業
及
び
、
臨
時
財
政

対
策
債
に
よ
り
、

２２

・
４

％
増

の
３９
億
５
２
４
０

万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

歳
出

で
は
、
人
件
費

が
職
員
数

の
減
等

に
よ

り
付
％
減
の
３３
億
６
３

０
４
万
６
千
円
、
物
件

費
は
“
％
増
の
２５
億
６

９
４
０
万
１
千
円
。
維

持
補
修
費
は
、

１３

・
２
％

増

の
２
億
１
１
７
２
万

１
千
円
、
扶
助
費
は
８
．
４
％

増

の
３５
億
３
７
７
５
万

９
千
円
、
補
助
費
等
は
、

３
．
４
％
減

の
２４
億
３
２
０

万
１
千
円
、
公
債
費
は

３
．
０
％
減

の
３０
億
３
０
４

７
万
７
千
円
、
積
立
金

は
、
山
中
貞
則
顕
彰
記

念
事
業
基
金
積
立
金
等

に
よ
り
、

７
．
９
％
増

の
６

億
４
３
０
１
万
５
千
円
、

繰
出
金
は
Ｍ
％
増
の
１７

億
５
４
１
万
７
千
円
。

ま
た
、
普
通
建
設
事
業

費
は
、
健
康
増
進
施
設

整
備
事
業
、
農
産
加
工
研

修
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
、
地

域
振
興
住
宅
建
設
事
業
、

消
防
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
、
及
び
財
部
中
学
校

校
舎
改
築
事
業
等

に
よ

り

２５

・
８
％
増

の
４４
億

３
６
０
８
万
６
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

インターネットで本会議のライブ中継・

録画映像を視聴できます (P20参照)
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前年対比 5.7%(11億85800万円シの増
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市民の健康増進と福祉の向上を目的としています。

健康増進事業

79934万4T円
早期発見・早期治療のために

肺がんC丁 検診導入。

1億99228万9千円

肺がんC丁 検診風景

曽於市消防センター建設

3億59000万円
市民の生命と財産を守る消防センター

地域振興住宅建設事1業

1億39663万円
人□増カロや定住の促進を図ります。

大隅晨産カロエ研修センター整備事業

2億4,448万 1T円
農産物の力0工や各種研修会を通じ地区の活性化

を図ります。

現在の末吉老人福祉センター

地域グループによるみそ作り

地域振興住宅

曽於議会だより No24 H23年 5月 発行 (D



平成23年度一般会計 219億4,700万円はこのように使われます

☆市民サービスのために 29億6,499万 1千円

議会費  2億288016千 円

総務費 27億3.618万 5f円

☆豊かなくらしのために 26億91711万5千円

労働費   1425万 1+円

農林水産業費 24艘219万0千円

商工費  2億 .67万
4千円

☆文化と教養のために  20億 730万 1千円

☆備えのために(予備費)  3,00010f円

水道事業会計

項 目 23年度 22年度 前年比

収益的収入 5億4,590万3千円 5億4,560万 1千円 0.10/0

収益的支出 5億1,151万 8千円 5億2,604万 7千円 △2.80/0

資本的収入 1億 1,800万 0千円 1  6,400万0千円 84.40/0

資本的支出 3億9,280万 9千円 3億2,768万 8千円 19.90/0

☆生きがいと健康のために 74詔 .40750f円

民生費 
“

億3,480万 2千円

衛生費 14億 926万8f円

☆くらしと安全のために

土木費

消防費

災害復旧費

☆返済のために(公債費)

34億70295万6千円

23億8,382万 3千 円

10億 7,226万 6T―円

1,686万7千円

30億3,04′力′千円

【
　
特
別
会
計
　
】

膏
平
成
２３
年
度
曽
於
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

疾
病
予
防
費
で
特
定
健

診
と
が
ん
検
診
を
組
み
合

わ
せ
た
ミ
ニ
ド
ッ
ク
事
業

を
行
う
た
め
、
２
１
２
万

７
千
円
を
計
上
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
市
単
独
の
ミ

ニ
ド

ツ
ク
検
診
で
あ
り
、

自
己
負
担
額
は
男
性
７
千

円
、
女
性
６
千
円
で
す
。

☆
平
成
２３
年
度
曽
於
市
後
期
高

置

目

雷

（賛
成
多
数
　
可
決
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

広
域
連
合
の
積
算
に
基
く

保
険
料
（保
険
料
率
据
置
）

及
び
連
合
会
納
付
金
が
主

で
あ
り
、
被
保
険
者
数
は

８
，
３
４
１
人
で
す
。

貴
平
成
２３
年
度
曽
於
市
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

独
居
高
齢
者
等

の
要

援
護
者
支
援
と
し
て
携
帯

電
話

・
パ
ソ
コ
ン
等
で
も

安
否
確
認
が
で
き
る
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
本
年
度

か
ら
新
し
く
導
入
す
る
た

め
、
予
算
６
０
４
万
４
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
平
成
２３
年
度
曹
於
市
生
活
排

水
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

（全
会

一
致
　
可
決
）

本
年
度
は
５
人
槽
４０
基

・

７
人
槽
９
基
・１０
人
槽
１
基
、

計
５０
基
の
設
置
計
画
で
す
。

ち
な
み
に
平
成
１４
年
度

か
ら
平
成
２２
年
ま
で
の
設

置
数
は
６
７
８
基
で
す
。

会計名 23年度 22年度 (当初予算) 前年対比 被保険者数

一 般 会 計 219億4,700万0千円 207億5,900万 0千円 5.7%|

特

別

〈
不

計

国 民 健 康 保 険 60億6,520万 0千円 60億9,804万 3干円 △0.5% 13,548人

老 人 保 健 0千円 162万6千円

後期 高齢 者 医療 4億7,539万 8千円
1  4億 9,170万 2千円 △3.3% 8,341人

介 護 保 険 46億3,378万 8千円 1 43億7,945万 0千円 5.80/0 13,830人

公共下水道事業 3億9,702万 8千円 1  3億
8,515万 8千円 3.1%

生活排水処理事業 8,451万 1千円 1億 1,826万 3千円 △28.5%

⑤ 曽於議会だより No.24 H23年 5月 発行



☆
平
成
２３
年
度
曽
於
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

本
年
度
も
面
整
備
は
汚

水
枝
線
管
渠
の
詳
細
設
計

と
工
事
を
実
施
、
受
益
地

区
で
の
下
水
道

へ
の
接
続

を
行
う
予
定
。
加
入
率
の

向
上
が
肝
要
で
あ
る
。

食
平
成
２３
年
度
曽
於
市
水

道
事
業
会
計
予
算

（賛
成
多
数
　
可
決
）

収
益
的
収
入
に
つ
い
て

は
、
営
業
収
益
と
営
業
外

収
益
が
主
な
も
の
で
す
。

ま
た
収
益
的
支
出
に
つ
い

て
は
、
営
業
費
用
と
営
業

外
費
用
が
主
な
も
の
で
す
。

ま
た
資
本
的
支
出
に
つ

い
て
は
、
建
設
改
良
費
と

企
業
債
償
還
金
で
す
。

な
お
本
年
度
４
月
よ
り
新

料
金
で
の
供
用
開
始
で
す
。

四
　

補

正

予

算

　

寵

☆
平
成
２２
年
度
曽
於
市
一般

会
計
補
正
予
算
（第
１１
号
）

（全
会

一
致
　
可
決
）

予
算
審
議
に
お
い
て
の
質

疑
状
況

財
産
処
分
に
つ
い
て

○
市
の
未
利
用
地
に
つ
い
て

売
れ
る
と
こ
ろ
は
民
間
活

用
も
含
め
て
処
分
し
、
収

入
を
増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

曽
於
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
改
修
計
画
は

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業
費
４
０
０
０
万
円

は
焼
却
炉
を
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
と

の
理
由

で
、
す
べ
て
２３
年
度
に
繰

越
し
を
提
案
。

事
業
計
画
が
甘
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
意
見
あ
り
。

末
吉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
空

調
工
事
は

○
空
調
工
事
費
５
８
９
５

万
円
は
室
外
機
設
置
場
所

の
地
盤
沈
下
の
た
め
、

２４

年
度
以
降
に
再
度
検
討
す

る
と
の
説
明
に
、
必
要
性
が

あ
る
の
な
ら
２３
年
度
事
業

で
す
べ
き
と
の
意
見
あ
り
。

財
部
道
の
駅
き
ら
ら
館
改

修
工
事
に
お
い
て

○
財
部
道
の
駅
き
ら
ら
館

改
修
工
事
に
お
い
て
予
算

流
用
が
あ
り
、
議
会
に
報

告
す
べ
き
と
の
声
あ
り
。

ま
た
、
駐
車
場
取
得
に

つ
い
て
も
地
主
と
合
意
が

で
き
な
か
っ
た
と
の
予
算

減
額
で
あ
る
が
、
当
局
の

予
算
提
案
に
つ
い
て
厳
し

い
意
見
あ
り
。

日

条

　

例

】

○
曽
於
市
災
害
対
策
援
護
資
金

貸
付
条
例
改
正
を
可
決

（全
会

一
致
）

災
害
に
よ
る
被
害
復
旧

の
為
の
資
金
貸
付
限
度
額

を
２０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円

に
引
き
上
げ
、
償
還
期
間
を

５
年
か
ら
１０
年
に
改
正
。

借
入
れ
に
際
し
て
の
連

帯
保
証
人
は
不
必
要
。

○
曽
於
市
メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ

ン
タ
ー
入
浴
料
改
正
を
可
決

（全
会

一
致
）

７５
歳
以
上
の
市
内
居
住

者
及
び
身
体
障
害
者
手
帳

等
所
持
者
に
つ
い
て
は
入

浴
料
を
３
０
０
円
か
ら
２

０
０
円
に
、
１
日
入
浴
料

５

０

０
円

を

３

０

０
円

に

値
下
げ
。

東北地方太平洋沖地震に関する株議
平成 23年 3月 11日 に発生した国内観漬1史上最大のマグニチコ_一 ド9.0の巨大地震「東北地方太平洋

沖地震」は,東北・関東地方を中心に広い範囲で,地震,津波等により,多数の死17J者 や行方不明者を

もたらした□また,産業や道路・鉄道などの交通,電力.水道・通信等のライフラインなど,住民生活

に壊減的な打撃を与え.時間の経過とともに,被害の状況は拡大している[

さらに,東京電力福島原子力発電所においても,その施設が甚大な被害を受け,住民の被曝も確認さ

れており.広範囲にわたり周辺住民は避難を余儀なくされている。現在も今回の地震による被害の全容

は明らかになっておらず。まさに未曾有の大災害であるこ

今日|の大震災で犠牲になられた方々やそのご遺族に対 して,曽於市民とともに深 く哀悼の意を表し.

被災者の方々に衷′亡、よりお見舞い申し上げ,被災地の一日も早い復興を願うものである。

本市においては,関係機関と連携 して既に消防隊の派遣.義授金箱や支援物資受付窓日の設置.市営

住宅の受入れ等の支援に取 り組んでいるが,曽於市議会としても被災地の早期復興を順い。今後の支援

対策にも全面的に協力していくものである。

なお,国においては,被災者救済及び被災地復旧のためのあらゆる措置を講 じるとともに。今回の大

震災を踏まえ,防災l・I策 について抜本的な見直しを行うよう強く求めるものである。

併せて,原 子力発電所に関しては,今回の事故を教訓|と して,国において十分な安全が確保されるよ

う基準の見直しを講じるとともに,鹿児島県及び九州電力株式会社においては,徹底した情報公開のもと.

改めて川内原子力発電所の安全村策及び防災対策並びに住民の安心安全を確保されるよう強く要請する□

以上,決議する。

平成 23年 3月 30日

鹿児島県曽於市議会
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一般質問
fじ議員登壇

市
長
／
誰
と
ゴ
ル
フ
を
し
た
か
は
言
え
な
い

）

一フ
ラ
ワ
Ｆ
パ
ー
ク
は
■

止
め
ょ
　
　
　
　
　
・一．

固
　
共
産
党
議
員
団
が
実

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

に
賛
成
５
％
、
反
対
７８
％

の
明
確
な
結
果
と
な

っ
た
。

市
長
　
共
産
党
議
員
団
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
誘
導
的
で

あ
っ
た
。
私
の
も
と
に
は
、

や
つ
て
く
れ
と
の
声
が
多
い
。

固
一　
市
長
は
本
当
に
、
市

民
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に

賛
成
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
私
を
支
持
す
る
市

民
は
賛
成
し
て
く
れ
て
い
る
。

繭
□
園
目
　
新
燃
岳
の
噴

火
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
起
き
て
い
る
時
期
に
、

視
察
の
内
容
な
ど
明
ら
か

に
し
な
い
ま
ま
、
な
ぜ

一

週
間
に
わ
た

っ
て
海
外
に

行
か
れ
た
の
か
。

池
田
市
長
　

副

市

長

に

は
、
あ
ら
か
じ
め
視
察
の

内
容
は
文
書
で
示
し
て
い

た
。
タ
イ
の
カ
セ
サ
ー
ト

大
学
よ
り
講
演
依
頼
を
受

け
、
日
本
農
業
に
つ
い
て

特
別
講
演
を
し
た
。

固
　
し
か
し
私
が
全
員
協

議
会
で
副
市
長
に
質
問
し

た
が
、
視
察
の
内
容
な
ど

説
明
が
な
か
っ
た
で
は
な

υ

ヵ

タ
イ
で
は
、
何
人
の
職

員
と
合
流
し
て
ゴ
ル
フ
を

さ
れ
た
の
か
。

市
長
　
ゴ
ル
フ
は
し
た
が
、

私
的
な
視
察
で
あ
り
名
前

と
人
数
は
言
え
な
い
。

一

固
一　
同
じ
こ
と
を
再
三
質

問
し
て
も
明
確
な
答
弁
が

で
き
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
の

事
業
の
根
本
問
題
が
あ
る
。

次
に
、
こ
の
事
業
の
年

次
計
画
を
聞
き
た
い
。
本

来
な
ら
１０
億
円
を
超
え
る

大
き
な
事
業
で
あ
り
、
あ

ら

つ
ぽ
い
計
算
で
年
次
計

画
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
。

市
長
　
２３
年
度
３
０
３
万
１

千
円
。

２４
年
度
５
億
１
４
８
０

万
円
。

２５
年
度
５
億
５
２
０
０

万
円
、

２６
年
度
５
億
７
２
０
０

万
円
の
概
算
事
業
費
で
あ
る
。

一市
長
な
ど
三
役
の

一　
退
職
金
は
廃
止
を

固
一　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
市
長
な
ど
三
役
の
退

職
金
は
現
状
の
ま
ま
で
よ

い
４
％
、
廃
止
す
べ
き
８８
％

と
明
確
な
結
果
で
あ
る
。

市
長
　
退
職
金
を
廃
止
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
県
内
に
は

な
い
。
市
が
加
入
す
る
鹿

児
島
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
に
従
っ
て
い
き
た
い
。

固
一　
市
長
は
４
年
ご
と
支

給
の
退
職
金
が
、
世
間
で
は

通
用
す
る
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
そ
の
よ
う
に

（通

用
す
る
と
）
思

っ
て
い
る
。

固
　
た
だ
今
の
市
長
答
弁

に
は
、
市
民
は
あ
き
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
時
代
の

流
れ
か
ら
い
つ
て
４
年
ご
と

支
給
の
多
額
の
退
職
金
は

廃
止
す
べ
き
で
あ
り
、
市

長
の
決
断
で
曽
於
市
か
ら

廃
止
で
き
る
で
は
な
い
か
。

市
長
　
市
町
村
総
合
事
務

組
合
が
廃
止
の
方
針
を
出

す
な
ら
、そ
れ
に
従
い
た
い
。

徳峰 一成 議員

八ウスの降灰除去作業
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市
長
／
植
付
け
に
間
に
合
う
よ
う

復
旧
す
る
計
画
で
あ
る

市
長
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等

（業
者
）
よ
り
申
し
出
が

あ

っ
た
の
で
社
協
を
通
じ

て
調
査
し
た
。

豪
雨
災
害
復
旧
の

進
捗
は

固
　
豪
雨
災
害
復
旧
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い

る
か
。

市
長
　
耕
地
課
所
管
の
現

在

の
工
事
発
注
状
況
は

７０
％
と
な

っ
て
い
る
が
、

茶
畑
等
で
収
穫
に
影
響
の

あ
る
地
区
を
除
き
、
３
月

中
に
は
全
部
発
注
を
終
え
、

稲
の
植
え
付
け
に
間
に
合

う
よ
う
に
復
旧
す
る
計
画

で
あ
る
。
公
共
土
木
災
害

は
７２
件
を
発
注
し
て
５６
件

が
完
成
し
て
い
る
。

固
一　
水
田
は
用
排
水
路
の

埋
没
も
か
な
り
あ
る
の
で
、

耕
作
者
が
安
心
し
て
植
え

付
け
で
き
る
よ
う
に
復
旧

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
復
旧
後
に
、
水
整

地
が
す
み
や
か
に
出
来
る

よ
う
に
対
応
す
る
。

固
一　
対
策
が
急
務
な
庄
内

川

（県
境
）
の
河
川
改
修

は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
管
理
主
体
で
あ
る

県
は
、
庄
内
川

・
溝
之
口

川
の
河
川
改
修
計
画
に
つ

い
て
国
と
の
協
議
を
終
了

し
、
宮
崎
県
と
の
費
用
負

担
等

一
部
を
除
き
、
ほ
ぼ

調
整
を
終
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

固
一　
改
修
計
画
の
内
容
は
。）

市
長
　
現
在
、
測
量

・
設

計
等
調
査
中
で
あ
る
が
、

宮
崎
県
が
上
流
部
で
災
害

関
連
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

た
改
修
工
事
を
鹿
児
島
県

も
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
実
施
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

固
　
工
事
の
内
容
は
。

市
長
　
河
道
掘
削
が
主
な

も
の
で
あ
り
、
範
囲
等
に

つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中

と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

３
月
１６
日
に
は
、
地
元
説

明
会
を
行
な
う
と
の
こ
と

で
あ
る
。

目
回
圃
園

新
燃
岳
噴
火

に
よ
る
本
市
の
被
害
状
況
は
。

池
田
市
長
　
市
民
生
活
面

の
被
害
は
、
洗
濯
物
が
外

に
干
せ
な
い
、
健
康
面
か

ら
マ
ス
ク
が
必
要
等
で
あ

る
。
農
作
物
の
被
害
は
ハ

ウ
ス
栽
培

・
ト
ン
ネ
ル
栽

培

・
露
地
栽
培
な
ど
１８
品

目
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

固
一　
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
マ
ス
ク
の
寄
贈
が

あ
り
、
小

・
中
学
生
と
希

望
す
る
市
民
に
現
在
配
布 口員

　

し
て
ぃ
る
。
健
康
被
害
、

議　は動級駒制剛構絆姉送っ

寸

　

で
周
知
を
図

っ
た
。

■
↑士

ロ

固
一　
住
宅
等
の
灰
除
去
で
、

特
に
高
齢
者
宅
等
の
支
援

策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

復旧が急ピッチに進む水田整備 (中谷地区)

＼
県より河川改修の説明を受ける関係者
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市長/目標数値の見直しが必要

閤
回
囲
園

「行
政
改
革
推

進
委
員
会
答
申
」
を
受
け

て
、
総
括
的
に
市
長
は
ど

う
一受
け
止
め
た
か
。

池
田
市
長
　
地
域
主
権
改

革
に
お
け
る
市
町
村

へ
の

権
限
委
譲
や
義
務
付
け
、

枠
付
け
の
廃
止
と
条
例
制

定
権
の
拡
大
な
ど
考
慮
し

た
目
標
値
の
見
直
し
等
必

要
と
考
え
る
。

市
の
未
利
用
地
の
売
却

二膵
運
辱
そ
の
取
り
組
み
は

固
一　
自
主
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
、
市
の
未
利
用
地

売
却
促
進
等
、
民
間
活
用

を
含
め
た
取
り
組
み
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

一市
長
　
市
の
所
有
財
産
の

有
効
活
用
を
図
る
う
え
か

ら
も
、
未
利
用
地
等
の
売

却
可
能
な
物
件
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
用
を
含
め
今
後
十

分
検
討
し
進
め
て
い
く
。

市
職
員
の
意
識
改
革
や

研
修
体
制
の
確
保
を

固
一　
地
域
主
権
の
流
れ
の

中
で
、
職
員
の
意
識
改
革

や
研
修
体
制
の
確
保
が
急

務
と
考
え
る
が
。

市
長
　
職
員
が
少
な
く
な

る
中
で
、
何
よ
り
必
要
性

を
感
じ
る
の
は
、
職
員
の

意
識
改
革
で
あ
る
。

職
員
全
員
が
よ
り
高
い

意
識
の
な
か
で
取
り
組
む

事
が
、
行
財
政
改
革
に
は

不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
十

分
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

．

閻
一
新
燃
岳
噴
火
に
よ
る

降
灰
が
与
え
た
本
市

へ
の

影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
問
Ｔ
つ
。

本
質
問
に
つ
い
て
は
、

同
僚
議
員
と
同
趣
旨
の
質

問
に
対
す
る
答
弁
で
、
了

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

谷□ 義貝」議員

売却予定地の区画整理保留地

市民課窓□風景
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市
長
／
３
月
９
日
の
回
答
を
も
っ
て
判
断
し
た
い

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
見

直
し
を

日
□
囲
國
園
　
昨
年
の
４

月
１
日
よ
り
船
総
合
人
材

セ
ン
タ
ー
が
運
営
を
指
定

管
理
さ
れ
た
。
し
か
し
こ

の
間
、
雇
用
関
係
も
含
め

て
問
題
が
多
い
。

見
直
し
を
求
め
る
。

池
田
市
長
　
指
定
管
理

者
を
呼
び
出
し
確
認
事
項
、

執
行
状
況
な
ど
改
善
勧
告

し
て
い
る
が
、
業
者
の
改

善
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現

状
で
あ
る
。

固
一　
基
本
協
定
や
、
側
山

有
の
時
の
賃
金
が
守
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
で

も
協
定
の
見
直
し
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
温
泉
セ
ン
タ
ー
を

運
営
す
る
に
あ
た
り
市
民

か
ら
の
苦
情
は
な
い
の
で

慎
重
に
対
応
し
た
い
。

固
一　
財
部
温
泉
セ
ン
タ
ー

の
雇
用
問
題
に
対
し
、
労

働
基
準
監
督
署
が
調
査
に

入

っ
た
。
重
大
な
事
で
は

な
い
か
。

市
長
　
労
使
の
関
係
だ
と

田
ぃ
つ
。

固
一　
従
業
員
か
ら
会
社
の

運
営
に
対
し
て
問
題
点
が

多

い
と
の
こ
と
で
指
定
管

理
者
の
見
直
し
の
要
望
書

柳
迫
地
区
に

宅
地
分
議
事
業
を

固
　
こ
の
事
業
に
よ
る
人

口
増
の
役
割
は
大
き
い
。

前
回
提
案
し
た
時
に
財

部
地
区
の
あ
と
検
討
す
る

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
な

ぜ
新
年
度
事
業
に
提
案
さ

れ
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
財
部
地
区
の
分
譲

事
業
が
２３
年
度
整
備
、

２４

年
度
に
分
譲
を
予
定
し
て

い
る
の
で
そ
の
結
果
を
見

て
検
討
し
た
い
。

フ
ラ
ワ
ー
パ
■
ク
公
園

建
設
は
中
止
を

蘭
】
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
公
園
建

設
は
や
め
な
さ
い
と
い
つゝ
声
が

多
い
。
白
紙
に
戻
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
観
光
の
場
、
市
民

の
い
こ
い
の
場
と
し
て
前

向
き
に
す
す
め
て
い
く
。

固
一

花
房
峡
憩

い
の
森

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
毎
年

１
３
０
０
万
円
も
の
市
民

の
税
金
が
赤
字
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
る
、
中
止
を
。

市
長
　
幅
広
く
市
民
の
声
を

聞
い
て
す
す
め
て
い
き
た
い
。

が
出
さ
れ
て
い
る
。
新
年

度
か
ら
見
直
し
を
。

市
長
　
給
料
な
ど
を
含
め

て
改
善
点
を
要
求
し
た
の

で
、
合
意
で
き
な
け
れ
ば

変
更
す
る
。

市
民
に

一
坪
晨
日
の

提
供
を

目
腸
圏
員
　
農
地
を

持
っ
て
い
な
い
市
民
の
た

め
に
野
菜
づ
く
り
が
で
き

る
一
坪
農
園
を
す
す
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

池
田
市
長

　

一
坪
農
園
を

開
設
と
な
る
と
、
農
地

・

ト
イ
レ

・
水
道
な
ど
相
当

の
投
資
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
現
在
の
所
、
市
民
か

ら
の
要
望
も
よ
せ
ら
れ
て

い
ユな
い
。

五位塚 剛 議員

財部温泉健康センター

利用者増が待たれるバンガロー
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市長/迅速に指示し対処する

囲
回
目
日
　
本
市
に
お
け

る
農
業
被
害
額
は
。

池
田
市
長

　

ハ
ウ
ス
栽
培

で
‐２
品
目
１２

・
８
ｈａ
、
ト

ン
ネ
ル
栽
培
で
２
品
目
７
．
５

ｈａ
、
露
地
栽
培
で
４
品
目

‐４

・
５
ｈａ
の
計

１８
品
目

３４

・
８
ｈａ
で
あ
り
、
ほ
う

れ
ん
草
を
主
と
し
て
４
０

０
万
円
位
で
あ

っ
た
。

固
　
悪
化
し
た
土
壌
の
田

畑
は
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

市
長
　
曽
於
市
技
術
員
連

絡
協
議
会
で
土
壌
分
析
を

実
施
し
て
い
る
。

現
在
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
数
値
は
計
測
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
降
灰

状
況
で
は
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

今
後
、
技
連
会
と
し
て

土
壌
分
析
の
呼
び
か
け
、

そ
の
結
果
を
基
に
し
た
適

正
施
肥
指
導
の
徹
底
を
図

っ
て
い
く
。

固
一　
栽
培
管
理
、
技
術
指

導
の
徹
底
に
向
け
た
体
制

は
で
き
て
い
る
か
。

市
長

　

県

・
農
協

。
市

な
ど
で
構
成
す
る
技
連
会

で
密
に
連
絡
調
整
を
行
い
、

被
害
状
況
把
握
や
栽
培
管

理
、
技
術
指
導
が
迅
速
に

か
つ
徹
底
で
き
る
よ
う
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

）

固
　
庄
内
川
の
土
石
流
被

害
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
か
。

市
長
　
土
石
流
の
直
接
的

な
被
害
は
な
い
と
考
え
る

が
、
火
山
灰
が
流
さ
れ

る
こ
と
で
堆
積
や
梅
雨
時

期
の
増
水
が
考
え
ら
れ
る
。

昨
年
の
豪
雨
災
害
後
、
県

が
寄
州
除
去
を
行
い
河
川

断
面
の
確
保
が
な
さ
れ
て

い
る
。

２３
年
度
は
河
川
の
掘
削

等
も
予
定
さ
れ
状
況
を
見

な
が
ら
、
県
と
協
議
し
対

応
す
る
。

固
一　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
助
成
内
容
に
つ

い
て
。

市
長
　
助
成
対
象
者
を
、

中
学
校
２
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
相
当
の
女
子
で
接

種
費
用
３
回
と
も
全
額
助

成
を
行
う
。
法
定
予
防
接

種
で
は
な
く
、
保
護
者
の

判
断
で
お
こ
な
う
任
意
の

予
防
接
種
で
あ
る
。

固
一　
検
診
、
予
防
接
種
に

つ
い
て
具
体
的
な
啓
蒙
、

啓
発
活
動
を
伺
う
。

市
長
　
集
団
検
診
、
個
別

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く

よ
う
有
線
放
送
及
び
、
広

報
紙
を
通
じ
受
診
勧
奨
を

行

っ
て
い
る
。
若
年
者
の

一受
診
率
を
上
げ
る
為
に
、

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診

手
帳
を
配
布
し
、
ま
た
学

校
を
通
じ
て
各
家
庭
に
案

内
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

。
子
育
て
携
帯
サ
イ
ト

等
で
受
診
勧
奨
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

九日 克典 議員

灰まみれのほうれん草 (財部町)

子富蟻がん 無l馘診対象者へのお知らせ

日本のがん検診受診率を 5096に あげることを目標として、平成 21

年度 (2009年 度)よ り女性特有のがん対策が講 じられることにな り

ま した。この施策により、全国の市町村で、前年度に (昨年の 4月 2

日から今年の 4月 1日 までのあいだに)20重 、25歳 、30き 、35歳 、

40歳 になつた女性の方には「子宮頸がんJ無料検診、40歳 、45歳 、50

歳、55歳 、60歳 になつた女性の方には「.・Lが ん」無料検診を受けてい

ただくことができます。

がんに関する正 しい知識を身につけ、理解を深めていただ くために

同封の検診手帳をご活用いただき、下段の「がん検診無料クーポン券 J

を使つて、どうぞあなたの健康のために、がんを早期に発見 し、早期

に治療するためにがん検診を受けてください。

別紙の「平成 22年度女性特有のがん検診推進事業のお知らせ]を よ

く読んで、医療機関もしくは集団検診で受診 していただきますようお

願いします。

1 醐 島県曽於市長 泄日 孝
僣菫璽

:

節目毎に子富頸がん無料クーボン券を配布
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市
長
／
農
業
委
員
会
に
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い

固
一　
農
業
を
元
気
づ
け
る

為
、
地
産
地
消
や
販
路
拡

大
、
全
国
的
流
通
に
つ
い

て
今
後
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を

目
指
す
対
応
は
。

市
長
　
学
校
給
食

へ
の

利
用
促
進
や
道
の
駅
に
お

い
て
の
販
売
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
安
心
安
全
、
安
定

生
産
供
給
の
体
制
づ
く
り

を
加
速
す
る
こ
と
が
ブ
ラ

ン
ド
確
立
に
つ
な
が
る
と

田
や
つ
。

耕
畜
連
携
に
つ
い
て

固
　
今
年
度
、
水
田
利
活

用
自
給
向
上
事
業
で
の
飼

料
用
稲

（青
刈
り
）
作
付

け
面
積
並
び
実
績
額
は
ど

う
で
あ
る
か
。

市
長
　
飼
料
用
稲

の
作

付
面
積
及
び
交
付
金
額
の

実
績
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
が

３３

・
３
ｈａ
、
金
額
で
２
５

３
８
万
７
６
２
８
円
が
今

年
度
の
実
績
で
あ
る
。

固
　
畜
産
を
取
り
ま
く
環

境
等
を
鑑
み
、
飼
料
生
産

増
を
図
る
考
え
と
し
て
遊

休
農
地
等
の
利
用
を
推
進

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
曲辰
業
委
員
会

に

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け

て
取
り
組
み
を
お
願
い
し
、

畜
産
農
家
に
は
飼
料
米
や

飼
料
用
稲
等
の
作
付
け
対

象
に
賃
貸
借
等
の
利
用
権

設
定
を
推
進
す
る
。

固
一　
生
産
者
と
消
費
者
並

び
に
食
品
関
連
業
者
の
自

主
的
な
衛
生
管
理
は
も
と

）

農
業
生
産
の
向
上
を

目
出
圏
日
　
本
市
の
農
業

生
産
額
が
年
々
減
っ
て
い
く

状
況
に
今
後
の
対
応
策
は
。

池
田
市
長
　

生

産

額

が

前
年
度
よ
り
も
減
少
し
て

い
る
品
目
数
は
、

４５
品
目

中
２‐
年
度
で
２‐
品
日
、

２２

年
度
で
は
２５
品
目
と
な

っ

て
い
る
。
減
少
の
要
因
と

し
て
、

２‐
年
度
の
干
ば
つ
、

２２
年
度
の
低
温

。
多
雨
の

異
常
気
象
や
口
蹄
疫
発
生
、

ま
た
高
齢
化
等
に
よ
る
栽

培
面
積
の
減
少
、
並
び
に

単
価
の
低
迷
な
ど
が
上
げ 杉雄 議員

ら
れ
る
。
今
後
は
農
畜
産

物
生
産
安
定
に
向
け
て
具

体
的
な
検
討
を
行
う
。

よ
り
、
本
市
は
安
全
な
食

品
等
に
対
す
る
責
務
と
役

割
を
果
た
す
取
り
組
み
は

ど

つゝ
か
。

市
長
　
食
の
安
心
安
全
は

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
農

業
の
取
り
組
み
、
減
農
薬
、

減
化
学
肥
料
栽
培
の
普
及
、

ま
た
生
産
か
ら
加
工
ま
で

の
６
次
産
業
化
を
推
進
す

る
こ
と
も
食
の
安
心
安
全

に
つ
な
が
る
と
思
う
。

爾
纏
麗
纏
趣
濾

稲
を
家
畜
用
の
飼
料
と
し

て
与
え
る
も
の
で
、
玄
米

を
粉
砕
し
処
理
を
し
て
鶏

や
豚
、
牛
に
与
え
る

「飼

料
米
」
と
、
籾
と
茎
葉
を

同
時

に
収
穫
、
梱
包

し

発
酵
さ
せ

「
稲
発
酵
粗

飼
料
Ｗ
Ｃ
Ｓ

（稲
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
と

が
あ
る
。

客で賑わう四季祭市場

ラッピング中の飼料用稲
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市長/調査してみる

弥五郎どん銅像 %慕 貞高誓熱洋基墓菫傷

囚
困
囲
園
　
大
隅
地
区
振

興
策
と
し
て
大
隅
弥
五
郎

伝
説
の
里
及
び
隣
接
の
中

山
公
園
を
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と

し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

池
田
市
長
　
現
在
、
弥
五

郎
伝
説
の
里
は
桜
の
名
所
、

そ
し
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
と
し
て
の
位
置
付
け
で

あ
る
が
、
中
山
公
園
、
合

庁
整
備
等
あ
わ
せ
て
調
査

し
て
い
き
た
い
。

大
隅
地
区
振
興
大
会
に

つ
い
て

固
一　
大
隅
地
区
校
区
振
興

大
会
廃
止
及
び
３
連
絡
所

廃
上
に
お
け
る
代
替
案
は
。

市
長
　
校
区
振
興
大
会
に

つ
い
て
は
、
曽
於
市
全
体
と

し
て
共
通
認
識
の
も
と
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
と
し
て
、
ま
た
３

連
絡
所
は
２３
年
度
か
ら
指

定
管
理
を
お
願
い
し
、
曽

於
市
全
体
の
公
平
性
、
利

便
性
を
考
え
総
合
的
な
サ

ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
く
。

固
一　
分
庁
舎
体
制
を
含
め

た
組
織
再
編
は
。

市
長
　
本
庁
と
支
所
の
事

務
配
分
の
精
査
を
行
い
な

が
ら
中
長
期
的
な
視
点
で

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

普
及
は
　
　
・

固
一　
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
の
曽
於
市
の
取
り
組

み
は
。

市
長
　
昨
年
度

「曽
於
市

役
所
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
」
及
び

「曽
於
市

環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
、

今
後
国

・
県
の
動
向
に
あ

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

固
一　
末
吉
庁
舎
及
び
末
吉

中

・
笠
木
小
太
陽
光
発
電

導
入
の
効
果
と
、
公
共
施

設
へ
の
今
後
の
計
画
は
。

市
長
　
庁
舎
太
陽
光
発
電

は
平
成
２２
年
度
４
月
か
％

稼
働
し
前
年
同
期
と
比
較

す
る
と
、
消
費
電
力
は
５

％
ア
ッ
プ
で
あ
る
が
、
電

気
料
は
幅
％
減
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

学
校
で
の
設
置
は
環
境

学
習
に
効
果
を
上
げ
、
今

後
の
計
画
は
国
の
補
助
金

制
度
を
活
用
し
、
設
置
す

る
か
否
か
検
討
し
て
い
く
。

固
一　
民
間
住
宅
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
導
入
支
援
の

考

えゝ
は
。

市
長
　
県
内
い
く
つ
か
の

市
で
補
助
を
交
付
し
、
支

援
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

は
実
施
し
て
い
な
い
。
近

隣
の
市
町
村
の
状
況
を
調

査
し
た
い
。

 ` ●
1、 ′

1_ 
・

`

ユ| |

八木 秋博 議員

大隅弥五郎伝説の里 航空写真

健康ふれあい館

太陽光発電システムを導入した住宅
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市
長
／
農
家
の
意
識
は
高
い

本
年
も
消
毒
薬
を
配
布
す
る

大
型
農
場

へ
は
家
畜
保

健
衛
生
所
と
立
入
調
査
を

実
施
し
指
導
し
て
い
く
。

固
一　
昨
年
の
口
蹄
疫
騒
動

は
三
度
と
あ

っ
て
は
な
ら

な
い
。
終
息
以
降
、
国

・

県
の
指
導
は
強
化
さ
れ
た

か
。
市
の
対
策
は
。
ま
た
、

農
家
の
意
識
高
揚
は
図
ら

れ
た
か
。

市
長
　
県
単
独
の
口
蹄
疫

防
疫
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
が

昨
年
１２
月
に
作
成
さ
れ
た
。

万

一
発
生
し
た
場
合
の
初

動
か
ら
完
了
ま
で
詳
細
に

列
記
さ
れ
て
い
る
。
家
畜

伝
染
病
予
防
法
の
改
正
案

は
今
国
会
に
提
出
。
韓
国

で
は
未
だ
終
息
せ
ず
危
惧

し
て
い
る
。
農
家
で
の
徹
底

し
た
消
毒
が
大
切
で
あ
る
。

２３
年
度
も
消
毒
薬
を

配
布
す
る
。
市
は
万

一
の

発
生
を
想
定
し
た
人
員
配

置
、
消
毒
資
材
や
機
材
の

備
蓄
を
し
初
動
体
制
は
整

え
て
い
る
。
消
毒
の
徹
底

と
農
場

へ
の
出
入
り
の
制

限
、
記
録
を
農
家

へ
お
願

い
し
た
い
。
機
会
あ
る
度

に
意
識
高
揚
を
図
る
。

■
国
団
園
　
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
が
あ

っ
た
。

市
の
対
策
は
す
み
や
か
に

と
ら
れ
た
か
。

池
田
市
長
　
市
内
に
は
ブ

ロ
イ
ラ
ー
、
採
卵
鶏
合
わ
せ

て
５３
戸
で
約
４
１
６
万
羽

が
飼
養
さ
れ
て
い
る
。
昨

年

１２
月

２‐
日
に
出
水
市

で
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

翌
日
に
市
の
家
畜
防
疫
対

策
連
絡
協
議
会
を
開
催
し

有
線
放
送
で
注
意
喚
起
を

行

っ
た
。
１
０
０
羽
以
上

の
飼
養
農
家
へ
は
県
か
ら
、

そ
れ
以
外
の
家
き
ん
類
を

飼
養
さ
れ
て
い
る
家
庭
へ
は 健一 議員

市
か
ら
石
灰
を
配
布
し
た
。

韓
国
で
は
５
４
０
万
羽
が

処
分
さ
れ
危
惧
し
て
い
る
。

今
後
消
毒
や
野
鳥
対
策

等
侵
入
防
止
の
徹
底
を
呼

び
か
け
て
い
く
。

降
灰
対
策
に
つ
い
て

固
一　
新
燃
岳
の
噴
火
に
よ

る
降
灰
は
全
く
の
想
定
外

で
あ

っ
た
。

市
と
し
て
考
慮
す
べ
き
は
。

市
長
　
財
部
の
北
部
、
県

境
寄
り
は
大
変
な
被
害

で
あ

っ
た
。
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
あ
げ
る
。
ま
た
、

マ
ス
ク
等
を
寄
贈
頂
い
た

個
人
や
団
体
に
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
る
。

多
量
の
降
灰
は
生
活
や

健
康
面
で
支
障
を
き
た
す
。

各
支
所

や
学
校

で

マ

ス
ク
を
配
布
し
て
い
る
が

呼
吸
器
、
日
、
皮
膚
の
疾

患
に
は
留
意
し
て
ほ
し
い
。

産
業
面
で
は
国
の
支
援
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の

で
各
機
関

へ
相
談
し
て
ほ

し
い
。

市
と
し
て
は
県
と
協
議

し
な
が
ら
被
災
者
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

防疫対策の進んでいる養鶏場

寄贈されたマスク
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市長/場合によっては1年間の

延長を検討する

目
国
闘
園
　
親
等
の
経
営

基
盤
を
引
き
継
が
ず
新
規

経
営
す
る
者
は
、
何
人
、

何
組
い
る
か
。

池
田
市
長
　
現
在
２
人
、

２
組
で
あ
る
。

固
一　
親
の
経
営
基
盤
を
引

き
継
が
ず
全
く
ゼ
ロ
か
ら

の
新
規
就
農
者
は
、
初
期

の
設
備
投
資
が
大
変
大
き

い
こ
と
や
、
農
作
物
の
栽

培
技
術
、
家
畜
な
ど
の
飼

育
技
術
の
習
得
に

一
定
期

間
の
経
験
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
現
行
の
２
年
間
の

支
援
金
の
支
給
で
な
く
１

年
間
の
研
修
期
間
を
含
め

て
３
年
間
の
支
給
は
で
き

な
い
か
。

市
長
　
財
政
的
に
は
、
な

か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
や
る
気
の
あ
る

新
規
就
農
者
に
は
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
１
年
間
の

延
長
も
含
め
て
い
ろ
ん
な

点
か
ら
検
討
す
る
。

農
業
用
排
水
対
策
に
　
」

つ
い
て

固
一　
昨
年
、
南
之
郷
早
馬

地
区
の
農
業
用
排
水
路
の

一
部
が
詰
ま

っ
て
宅
地
に

災
害
が
出
た
が
、
原
因
は

何
か
。

市
長
　
一象
雨
に
よ
り
排
水

路
の
上
部
に
か
ぶ
せ
て
あ

）

っ
た
積
み
石
が
落
下
し
、

排
水
路
の
断
面
を
ふ
さ
い

だ
た
め
、
そ
こ
か
ら
水
が

地
上
に
噴
き
出
し
た
こ
と

が
原
因
で
あ
る
。

固
一　
被
害
に
あ

つ
た
宅
地

の
住
民
は
、
い
つ
か
ま
た

災
害
に
合
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
か
ら
排
水

路
の
分
流
か
他
の
場
所

へ

の
移
転
を
望
ん
で
い
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

耕
地
課
長
　
災
害
復
旧
工

事
は
、
万
全
を
期
し
て
行
っ

て
お
り
今
後
宅
地
へ
の
災

害
の
心
配
は
な
い
と
思

つヽ
。

固
一　
今
す
ぐ
排
水
路
の
移

転
が
難
し
い
な
ら
日
頃
か

ら
排
水
路
の
点
検
や
、
万

全
の
維
持
管
理
を
望
む
が

ど

つヽ
か
。

課
長
　
今
後
排
水
路
の
点

検
と
維
持
管
理
を
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
。

固
一　
南
之
郷
億
神
社
近
く

の
大
淀
川
に
面
し
た
水
田

の
排
水
路
が
、
大
雨
の
時

逆
流
し
て
土
砂
が
流
入
し

た
が
、
そ
の
対
策
は
な
い
か
。

市
長
　
市
単
独
で
は
、
な

か
な
か
難
し
い
の
で
関
係

機
関
と
連
携
し
て
対
応
策

を
検
討
す
る
。

固
一　
以
前
、
湿
田
の
暗
渠

排
水
工
事
に
対
す
る
助
成

が
あ

っ
た
が
、
現
在
は
ど

う
な

っ
て
い
る
か
。

市
長
　
１５
年
ほ
ど
前
ま
で

は
、
転
作
の
条
件
整
備
を

目
的
と
し
た
県
単
水
田
農

業
確
立
整
備
事
業
が
あ

っ

た
が
、
現
在
は
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
今
後
市
単
独

補
助
事
業
を
検
討
す
る
。

ニ

明日の農業を担う新規経営者

排水路整備が待たれる大淀り|1流域
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市
長
／
条
例
よ
り
要
綱
の
方
が
や
り
や
す
い

固
　
こ
れ
等
の
条
例
内
容

再
検
討
の
必
要
性
は
。
特

に
定
住
促
進
条
例
は
、
本

年
３
月
末
で
失
効
す
る
が
。

市
長
　
内
容
再
検
討
は
考

え
て
い
な
い
。
定
住
促
進

条
例
は
市
長
権
限
で
制
定

で
き
る
要
綱
で
、
祝
い
金

と
し
て
考
え
て
い
る
。

固
一　
現
在
議
会
も
認
め
て

い
る
条
例
を
、
改
正
す
る

方
法
で
内
容
検
討
し
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ

う
す
る
と
議
会
も
責
任
が

あ
り
連
帯
し
曽
於
市
人
口

増
に
対
応
で
き
る
。
議
会

開
会
中
で
あ
る
の
で
間
に

〈
甲
つ
。

市
長
　
市
長
が
柔
軟
に
対

応
で
き
る
要
綱
で
行
う
。

財
蔀
山
崩
れ
の

災
害
復
旧
は

固
一　
昨
年
７
月
発
生
し
た

中
谷
地
区
山
崩
れ
の
災
害

復
旧
状
況
は
。
復
旧
法
に

つ
い
て
地
元
説
明
は
。

市
長
　
鹿
児
島
県
が
１
億

３
千
万
円
の
事
業
費
で
実

施
す
る
。
４
工
区
に
分
け

て
２
月
２４
日
に
入
札
が
行

わ
れ
９
月
中
に
完
成
す
る
。

説
明
は
地
元
か
ら
不
要
と

の
こ
と
で
実
施
し
て
い
な
い
。

河
川
政
修
ほ
●
一
一
■

固
一　
中
谷
地
区
水
害
の
原

因
で
あ
る
河
川
改
修
は
。

市
長
　
鹿
児
島
県
管
理
の

川
で
あ
る
。
国
と
の
協
議

も
終
わ
り
宮
崎
県
の
工
事

と
合
わ
せ
、
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
河
道
掘
削
で

行
う
。
事
業
の
完
了
ま
で

は
数
年
を
要
す
。

固
一　
河
道
掘
削
で
は

一
時

的
に
水
を
た
め
る
時
間
は

保
て
る
が
、
抜
本
的
水
害

対
策
に
は
な
ら
な
い
。
川

幅
の
拡
幅
を
行
う
べ
き
で

あ
る
。

市
長
　
今
後
継
続
し
て
関

係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

諭 議員

人
■

■

饉

あ

実
僚
ほ

回
困
園
目
　
合
併
後
の
曽

於
市
定
住
人
口
増
を
目
的

に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例

の
実
績
は
。

池
田
市
長

　

１７
年

か

ら

行

っ
て
い
る
住
宅
用
地
分

譲
条
例
で
は
２５
世
帯
８９
人
、

‐８
年
か
ら
の
家
族
転
入
者

に
補
助
金
を
交
付
す
る
定

住
促
進
条
例
で
は
１
１
３

世
帯
３
４
５
人
、

２０
年
度

か
ら
の

一
戸
建
住
宅
を
建

築
し
貸
与
す
る
地
域
振
興

住
宅
で
は
４０
世
帯
１
３
５

人
、
計
１
７
８
世
帯
５
６

９
人
と
な
っ
て
い
る
。

・県
道
改
良
の
状
況
は

固
　
２３
年
度
県
道
改
良
の

状
況
は
。

市
長
　
曽
於
地
区
土
木
協

会
を
通
じ
て
改
良
要
望
し

て
い
る
の
が
、
８
路
線
で

あ
る
。

本
年
は
光
神
山
諏
訪
方

線

（湯
之
尻
工
区
）、
塚
脇

財
部
線

（上
村
工
区
）、
末

吉
財
部
線

（柳
迫
工
区
）
の

整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

人口増につながる定住促進住宅

豪雨により山崩れした中谷地区
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● 総務常任委員会

● 文教厚生常任委員会

● 建設経済常任委員会

各常任委員会では,開会中の月定例会で付託になつた議案等について審査を行いました。

ンヽ

☆
平

成
２２
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（所
管
分
）

固
一　
相
当
数
の
市
有
地
が

あ
る
の
で
今
後
歳
入
を
確

保
す
る
た
め
に

一
番
力
を

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
ｃ

目
一　
市
有
地
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
そ
の
中
で
実
際
に

売
却
可
能
な
土
地
に
の
ぼ

り
旗
を
立
て
て
売
り
地
と

分
か
る
よ
う
に
２３
年
度
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

（吉
村
幸
治
委
員
長
）

園
曰
一　
消
防
団
詰
所
の
補

助
対
象
外
の
備
品
等
に
つ

い
て
は
市
の
経
費
を
充
て

る
べ
き
で
あ
る
。

☆
平
成
２３
年
度
曽
於
市
一般

会
計
予
算

（所
管
分
）

固
　
平
成
２８
年
度
以
降
の

財
政
計
画
は
ど
う
い
う
形

に
な
っ
て
い
く
の
か
。

圏
　
合
併
特
例
債

（合
併

１０
年
間
）
は
平
成
２７
年
度

ま
で
１
０
０
％
受
け
入
れ

ら
れ
る
。

普
通
交
付
税
は
平
成
２８

年
度
以
降
、
５
年
か
け
て

段
階
的
に
率
が
下
が
っ
て

い
く
の
で
、
か
な
り
厳
し

く
な
る
と
思

っ
て
い
る
。

固
一　
財
政
計
画
と
総
合
振

興
計
画
と
の
整
合
性
は
。

目
一　
財
政
計
画
は
総
合
振

興
計
画
等
を
毎
年
見
直
し

て
い
く
の
で
そ
の
段
階
で

修
正
し
て
い
く
。

固
一　
整
備
さ
れ
た
本
庁
舎

北
側
駐
車
場
入
国
の
空
き

地
も

一
緒
に
舗
装
が
で
き

な
い
か
。

目
　
駐
車
場
の
入
国
の
空

き
地
は
旧
水
路
敷
地
で
あ

り
地
下
に
縦
坑
が
あ
る
の

で
現
在
検
討
し
て
い
る
。

固
　
耐
震
性
の
防
火
水
槽

は
構
造
上
ど
う
違
う
の
か
。

目
　
国
の
補
助
事
業
の
対

象
で
あ
り
、
構
造
的
に
も

強
度
が
高
く
震
度
６
程
度

の
耐
震
性
が
あ
る
。

固
一　
職
員
か
ら
要
望
が

あ
れ
ば
い
ろ
ん
な
研
修
に

参
加
さ
せ
る
と
あ
っ
た
が
、

職
員
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
。

圏
　
ア
カ
デ
ミ
ー
等
の
研

修
に
つ
い
て
は
、
職
員
に

希
望
を
と

っ
て
受
け
さ
せ

て
い
る
。
今
後
、
職
員
が

少
な
く
な

っ
て
い
く
の
で

よ
り
高
い
意
識
を
持

っ
て

資
質
向
上
に
向
け
た
研
修

を
受
け
さ
せ
た
い
。

固

空
き
家
調
査
事
業
の

実
施
時
期
及
び
事
業
内
容
は
。

圏
　
２
年
前
に
空
き
家
の

件
数
等
を
調
査
し
た
の
で
、

今
回
６
月
か
ら
６
ヵ
月
間
、

居
住
可
能
と
思
わ
れ
る
空

き
家
の
調
査
を
詳
し
く
行

ユな
つヽ
。

園
園

◎
合
併
に
よ
っ
て
職
員
数

が
減

っ
て
い
る
の
で
、
今

後
少
な
い
人
数
の
中
で
係

だ
け
で
な
く
、
課
全
体
で

対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

◎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

。
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
整
備
事
業

は
、
今
回
１０
社
よ
り
設
計

技
術
の
提
案
を
受
け
る
予

算
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
に

財
政
も
含
め
た
う
え
で
議

論
を
深
め
、
調
査
研
究
も

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

舗装が待たれる駐車場

完成した末吉中央分団詰所
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☆
平
成
２３
年
度
一般
会
計
予

算
に
つ
い
て

（所
管
分
）

閻
一　
市
内
の
小
規
模
集
落

水
道
の
調
査
結
果
の
概
要
は
。

目
一　
市
全
体
で
９３
組
合
が

あ
り
約
６
，
３
０
０
人
が

加
入
さ
れ
て
い
る
。
運
営

上
で
は
、
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
維
持
管
理
が
困
難
な

こ
と
や
災
害
時
の
対
策
が

不
十
分
で
あ
る
な
ど
問
題

点
も
あ
る
。

園
園
一　
条
件
の
悪
い
地
域

ほ
ど
手
厚
い
行
政
の
手
立

て
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

生
活
環
境
の
実
態
を
把
握

さ
れ
、
救
済
策
を
十
分
検

討
す
る
べ
き
。

固
一　
学
校
施
設
の
耐
震
補

強
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
。

回
　
２３
年
度
は
５
小
学
校

（億

・諏
訪
。岩
北
・恒
吉

・

大
隅
南
）
で
補
強
工
事
を

実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

☆
平
成
２３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

固
　
新
規
事
業
の
ミ
ニ
ド

ッ
ク
健
診
の
内
容
は
。

目
　
仕
事
な
ど
で
健
診

を
受
け
ら
れ
な
い
方
々
の

対
応
策
と
し

て
、
特
定

健
診
と
が
ん
検
診
を
セ
ッ

ト
で
個
別
に
医
療
機
関
で

受
け
ら
れ
る
健
康
診
査
で

１
５
０
名
を
見
込
ん
で
い
る
。

☆
平
成
２３
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

固
一　
新
し
い
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
の
内
容
に
つ
い
て

目
　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
で
の
家
電
製
品
の

利
用
状
況
が
、
離
れ
て
暮

ら
す
家
族
な
ど
に
メ
ー
ル

で
届
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。

☆
所
管
事
務
調
査

（調
査
事
項
）

保
健
福
祉
関
連
施
設
調
査

（内
容
）

市
内
に
お
け
る
保
健
福

祉
施
策
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
、
６
施
設
の
調
査

を
実
施
し
た
。

・す
み
よ
し
の
里
（末
吉
町
）

主
に
身
体
障
害
者
を
対

象
と
し
た
多
機
能
型
複
合

施
設
と
し
て
生
活
介
護

・

短
期
入
所

・
就
労
支
援
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を

実
施
さ
れ
、
就
労
支
援
で

は
、
野
菜
の
栽
培
、
袋
詰

め
作
業
な
ど
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
の
ど
か
園

（末
吉
町
）

自
立
訓
練

・
就
労
移
行

支
援
に
お
い
て
、
意
欲
的

に
障
害
者
の
方
が
働
け
る

環
境
作
り
に
配
慮
さ
れ
、

園
内

に
は
食
品
加
工
工

一房

・
製
パ
ン
エ
一房
、
レ
ス

ト
ラ
ン
エ
房
な
ど
が
あ
り
、

農
業
を
基
本
に
据
え
た
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

）

・
高
松
み
ど
り
の
里

（末
吉
町
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
の
２

事
業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

利
用
者
の
状
態
に
応
じ
て
、

通
い
。
泊
ま
り

。
訪
間
を

組
み
合
わ
せ
た
支
援
が
な

さ
れ
、
家
庭
と
施
設
で
連

携
し
た
介
護
の
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
。

。大
隅
シ
オ
ン
舎
（大
隅
町
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、

障
害
者
の
方
が
地
域
で
生

き
甲
斐
の
あ
る
生
活
が
出

来
る
よ
う
に
働
く
場
を
提

供
さ
れ
、
う
ど
ん
店

「
ふ

く
ろ
う
」
で
の
接
客
な
ど
、

働
く
喜
び
を
味
わ
え
る
よ

う
積
極
的
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
曽
於

（財
部
町
）

定
員
１８
名
の
当
施
設
は
、

認
知
症
対
応
型
の
介
護
事

業
所
と
し
て
、
少
人
数
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
を

営
み
な
が
ら
介
護
が
行
え

る
よ
う
、
家
族
的
な
雰
囲

気
を
演
出
す
る
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。

・
市
社
会
福
祉
協
議
会

財
部
事
業
所
（財
部
町
）

通
所
介
護
の
事
業
と
し

て
、
入
浴
設
備

・
リ
ハ
ビ

リ
設
備
等
を
利
用
し
、
利

用
者
の
社
会
的
孤
立
感
の

解
消
及
び
心
身
機
能
の
維

持
、
家
族
の
身
体
的

・
精

神
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら

れ
て
い
る
。

大隅シオン舎
うどんの店ふくろう

耐震補強工事が実施される憶小学校
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

☆
平
成
２３
年
度
曽
於
市
一般

会
計
予
算

（所
管
分
）

固
　
花
房
峡
憩
い
の
森
環

境
学
習
促
進
事
業
の
内
容

と
委
託
先
は
。

一目
　
ふ
る
さ
と
基
金
を
使

っ
た
事
業
で
、
主
に
遊
歩

道
の
整
備
を
中
心
に
、
環

境
学
習
、
特
に
体
験
活
動

の
計
画
、
案
内
板
の
設
置 （大

川
原
主
税
委
員
長
）

を
森
林
組
合
に
委
託
す
る

も
の
で
あ
る
。

固
　
農
業
者
年
金
の
２‐
年

度
未
受
給
者
と
、
一受
け
取

る
年
金
の
財
源
は
何
か
。

圏
　
２‐
年
度
未
受
給
者
は

１
，
３
３
７
人
、
加
入
者

は
１
７
９
人
で
あ
り
、
農

業
者
年
金
は
旧
法
と
新
法

の
２
種
類
に
分
か
れ
、
新

）

法
に
お
い
て
の
農
業
者
年

金
は
、
個
人
の
掛
金
と
そ

の
運
用
益
が
将
来
受
け
取

る
年
金
と
な
る
。

固
一　
農
道
等
維
持
補
修
に

関
す
る
対
応
は
。

圏
一　
こ
れ
ま
で
生
コ
ン
の

支
給
は
概
ね
１４
３ｍ
以
内
の

支
給
が
原
則
だ
っ
た
も
の

を
概
ね
２
０
０
ｍ
以
内
に
、

採
石
の
支
給
は
こ
れ
ま
で

‐４
ゴ
だ
つ
た
が
、
原
則
２０

ゴ
に
、
ト
ラ
フ
支
給
も
こ

れ
ま
で
概
ね
５
万
円
以
内

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
概
ね

２
０
０
ｍ
以
内
を
原
則
と

し
、
外
蓋

・
ヒ
ュ
ー
ム
管
等

二
次
製
品
支
給
は
５
万
円

以
内
を
原
則
に
対
応
す
る
。

固
　
雇
用
促
進
事
業
の
内

容
は
。

目
一　
新
卒
者
未
就
労
防
止

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
出

身
者
を
対
象
に
今
春
卒
業

の
高
校
生

・
大
学
生
な
ど

を
含
め
て
考
え
て
い
る
。

ヽ
）

固
　
花
と
緑
の
供
給
セ
ン

タ
ー
管
理
費

の
内
容
で
、

花
の
種
類
が
い
つ
も
同
じ

よ
う
だ
が
、
他
に
種
類
は

あ
る
の
か
。

圏
一　
基
本
的
に
夏
は
サ
ル

ビ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

を
育
苗
し
、
冬
は
葉
ボ
タ

ン
と
パ
ン
ジ
ー
を
育
苗
し

て
い
る
。
定
着
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
の
で
、
少
し

ず

つ
変
え
て
い
く
ｃ

☆
平

成
２３
年
度
曽
於
市

公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

固
一
主
な
事
業
の
内
容
は
。

圏
一　
汚
水
枝
線
管
渠
の
詳

細
設
計
と
工
事
を
実
施
し
、

受
益
地
区
で
の
下
水
道

ヘ

接
続
を
順
次
進
め
て
い
く
。

☆
平
成
２３
年
度
曽
於
市
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

固
　
量
水
器
の
修
繕
費
の

内
容
は
。

目
一　
計
量
法
に
よ
り
８
年

に
１
回
交
換
す
る
よ
う
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今

年
は
１
３
３
４
個
を
交
換

予
定
で
あ
る
。

下水道への接続工事の模様

花と緑の供給センター内
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し

議会広報等調査特別委員会研修報告
議会広報等調査特別委員会では、去る 2月 16日 静岡県清水町、17・ 18日 東京シエーン・バ ソハ・

サボー (旧 砂防会館)にて議会広報の編集等について研修を行いましたc

清水町の研修ではお11い の挨拶の後、議会だよりの発行 までの行程の説明を受けると共に、

活発な質疑応答と意見交換が行われました,

なお、清水町議会だよ |)が平成 22年 度町村議長会広報全国コンクール表紙フォトグランプ

リ賞を受賞されたとのことでしたら

翌日は、

0半沢幹一 先生

広報文書の決め手は校正力

0吉村 潔 先生

広報誌の企画とレイアウ ト

○川西正幸 先生

議会広報誌の撮影と表現方法

を受講いたしました。

2日 目は、城市 創先生による6町村

議会だよりのクリニックが行われ、誌面

を見ながらの丁寧な指導は大変参考にな ょ

りました 今後の曽於市議会だよ |)の編

集の中で活かして参 |)た いと思います喧 広爾開舟修 (静F纂妻清水可蒔証合にて)~~~~

今
年
３
月
に
、
昭
和

２．
年
生

ま
れ
の
末
吉
小
学
校
同
窓
会

に

約

３。
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
時
あ
る
女
性
が
小
学
校

の
入

学
式

の
写
真
を
持

っ
て
来

て
お

り
懐
か
し
く
拝
見
し
た
の
と
同

時
に
、複
製
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

当
時

の
社

会
情

勢

は
厳

し

く
、
着

て
い
る
服
も
質
素
な
も

の
で
私

自

身

そ
れ
以
前

の
写

真
は
あ
り
ま
せ
ん
。

表

紙

の
写
真

は
、
末

吉

小

学
校

の
入
学
式

の
様

子

で
す
。

ど

の
子
も

ど

の
子
も

す

ば

ら

し

い
服
を
着

て
屈
託

の
な

い
笑

顔
で
入
場
す
る
姿
を
見

て
い
る

と
、
こ
の
子
達

の
将
来
が
す
ば

ら
し

い
も

の
に
な
る
よ
う
祈
ら

ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

が
ん
ば
れ
新

一
年
生
―

（大
川
内
）

三
月
十

一
日
の
東
日
本

大
震
災
と
福
島
原
発
の
破

損
は
日
本
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

一

瞬
に
し
て
尊
い
命
と
住
む

家
が
奪
わ
れ
て
し
ま

つ
た

人
々
が
、
避
難
所
で

「生

き
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と

抱
き
合
う
姿
を
見
る
と
、

こ
の
災
害
の
大
き
さ
を
つ

く
づ
く
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
原
発
で
の

放
射
能
漏
れ
に
よ
り
、
さ

ら
に
東
北
や
関
東
地
域

に
問
題
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
住
む
曽
於

市
も
口
蹄
疫
や
集
中
豪
雨

で
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た

が
、
地
球
上
の
何
か
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
の
役
目
は
、
市
民

を
守
る
立
場
か
ら
さ
ら
に

議
論
を
尽
く
し
、
住
民
の

た
め
の
市
政
を
目
指
し
た

い
も
の
で
す
。

今
回
の
地
震
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
ヽ
心
よ
り

ご
冥
福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（五
位
塚
）

大
川
内
冨
男

今
鶴
　
治
信

九
日
　
克
典

八
木
　
秋
博

五
位
塚
　
剛

谷
口
　
義
則

発
行
責
任
者

〓成
　
　
長
　
大
津
　
一日空

一

ぜ

委

員

長

副
委
員
長

委

　

員

″″   ″

6月定例会から本会議の放映を行いますので、自宅にい

ながらパソコンで視聴できます。

曽於市のホームページの議会中継を選んで、視聴ください。

(ア ドレス http://wWw.city.soo.kagOshima.lp/)
※ 6月 定例会は試験放映です。
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